
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕
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（１５）
20年度
（実績）

（１６）
22年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 427-1 環境基本計画推進事業 100200
生活環境部環
境政策課

173 311 311 0.2 1,440
目標事業の達
成率

50 65 　　％ Ⅰ 4 4 3 4 Ａ 現状維持 無 無 １G ｃ

環境施策を推進する
上で、基本となる計画
であり、PDCAを取り入
れた、進行管理に、一
層力を傾注すべきで
ある。コストを削減して
も成果の向上は期待
できる。

継続 427-2 ごみ不法投棄防止対策事業 100200
生活環境部環
境政策課

163 202 196 0.1 720
不法投棄の撤
収処分量

15990 14500 ㎏ Ⅰ 3 4 4 3 A 現状維持 有
有効性を「３」に

総合評価を「C」に

実施している事業内
容から、有効性は、
最も高いとは認めが

たい。

有

ごみ不法投棄防止に関
し、先進事例等について
調査研究するなど、有効
性を高める方途を検討
すべきである。

４G ｄ

有効性を高める、事業
実施が困難な場合
は、 費用対効果から、
コスト縮減もやむを得
ない。

環境保全対策事業と
連携方策の検討をす
べきである。

継続 427-4 環境保全負担事業 100200
生活環境部環
境政策課

43,238 33,133 31,856 1.0 7,200
区域外一般廃
棄物受入市町
村数

125 110 団体 Ⅰ 4 3 3 4 Ａ 現状維持 無 無 ３G ｄ

継続 430
産業廃棄物最終処分場周辺環
境整備事業

100200
生活環境部環
境政策課

16,443 18,000 18,000 0.5 3,600 事業実施件数 14 12 件 Ⅲ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 無 ２G ｃ

継続 436 環境保全対策事業 100800
生活環境部清
掃事業課

8,352 7,638 9,000 1.8 12,960
不法投棄物の
撤収処分量

15990 14430 kg Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 現状維持 無 無 １G ｂ

成果は、上がってきて
おり当面は、コストを
維持すべきと考える。
なおし、２０１１の地デ
ジ化に伴う不法投棄

が危惧される。
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26
ダイオキシン汚染など、長い時間がたたないと分からない問題にも、住民が
意識を持っている
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平成　21　　年度

生活環境部長

山﨑　猛夫
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